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特　集

◆
は
じ
め
に

　

改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動

の
責
務
化
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
「
地
域
協
議
会
」

の
設
置
等
が
示
さ
れ
た
。
社
協
に
お
い
て
は
法

改
正
の
動
向
を
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
大
き

な
契
機
と
と
ら
え
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と

積
極
的
に
協
働
し
こ
れ
ら
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

全
社
協
・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
平

成
27
年
5
月
、「
市
区
町
村
社
協
と
社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
公

益
的
な
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
（
当
面
の
取
り

組
み
方
針
）」
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
28

年
3
月
31
日
に
成
立
し
た
改
正
社
会
福
祉
法
の

動
き
を
受
け
、
こ
の
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の

見
直
し
に
対
応
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会

福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
協
働
に
よ
る
活
動
の

推
進
方
策
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

◆ 

社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会
福
祉
法

人
・
福
祉
施
設
の
協
働
に
よ
る
活
動

の
推
進
方
策
（
5
つ
の
推
進
方
策
）

❶
連
携
・
協
働
を
強
化
し
、
多
様
化
・
深
刻

化
す
る
地
域
の
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

　

昨
今
の
多
様
化
し
深
刻
化
す
る
生
活
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
市
区
町
村
社
協
と
社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
は
、
互
い
に
連
携
・
協
働
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
」（
社
会
福
祉
法
24
条
）
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
区
町
村
社
協

と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
関
係
の
活

性
化
が
図
ら
れ
、
市
区
町
村
社
協
と
当
該
地
域

の
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
有
機
的
な

連
携
が
発
展
・
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

❷
地
域
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
共
有
し
、

お
互
い
に
実
施
可
能
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る

　

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
協
働
に
あ

た
っ
て
は
、
当
該
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設

と
十
分
に
情
報
共
有
や
協
議
を
図
り
な
が
ら
、

お
互
い
に
実
施
可
能
な
取
り
組
み
の
具
体
化
を

図
る
。

　

社
協
に
お
い
て
は
、
特
に
「
地
域
協
議
会
」

の
運
営
や
評
議
員
確
保
へ
の
支
援
な
ど
も
含
め
、

都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
各
段
階
に
お
い
て
協

働
の
場
づ
く
り
や
連
携
の
具
体
的
な
方
法
を
検

討
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
実
践
の

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

❸
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
向
け
、
社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
協
働
の
場

づ
く
り
と
し
て
「
地
域
協
議
会
」
の
運
営

に
取
り
組
む

　

改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
で
は
、「
地
域
公

益
事
業
」
を
行
う
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
作
成

に
あ
た
っ
て
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。︵
社
会
福

祉
法
55
条
の
2
第
6
項
︶

　

地
域
住
民
を
基
盤
と
し
た
「
協
議
体
」
で
あ

る
市
区
町
村
社
協
は
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
、

こ
の
「
地
域
協
議
会
」
運
営
に
お
い
て
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
地
域
協
議
会
」
の
枠
組
み
は
、

「
地
域
公
益
事
業
」の
実
施
要
件
と
い
う
狭
義
の

意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
福
祉
法
人
の
責
務

と
な
っ
て
い
る
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
」︵
社
会
福
祉
法
24
条
︶
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
が
適
切
に
反
映
さ
れ

る
機
会
と
し
て
、
よ
り
広
義
の
意
味
で
の
活
用

も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
は
、
も
と

よ
り
社
会
福
祉
法
人
の
自
主
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
が
、
特
に
小
規
模
な
社
会
福
祉
法
人
・
福

祉
施
設
の
場
合
、
そ
の
企
画
や
実
施
に
お
い
て

単
独
で
は
困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
区
町
村
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
「
地
域
協
議
会
」
を
介
し
て
当
該
社
協
や

関
係
す
る
団
体
等
と
福
祉
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、

連
携
・
協
働
す
る
機
会
に
す
る
こ
と
は
有
効
で

あ
る
。

　
平
成
28
年
8
月
、
全
社
協
・
地
域
福

祉
推
進
委
員
会
は
、「
社
会
福
祉
法
人

制
度
の
見
直
し
に
対
応
し
た
社
会
福
祉

協
議
会
と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設

の
協
働
に
よ
る
活
動
の
推
進
方
策
」
を

と
り
ま
と
め
た
。
全
国
的
な
社
協
の
取

り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
概
要
と
と
も
に
社
協
と
社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
と
の
具
体
的
な
協
働

事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

地域福祉の発展・拡充に向けた
社会福祉法人・福祉施設との協働、
連携のすすめ
―社会福祉法人制度の見直しに対応した
　社会福祉協議会と社会福祉法人・福祉施設の協働による活動の推進方策―
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地域福祉の発展・拡充に向けた社会福祉法人・福祉施設との協働、連携のすすめ特　集 特　集
❹
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
に
お
け
る
評

議
員
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
う

　

改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
で
は
、
社
会
福
祉

法
人
に
評
議
員
会
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、

社
会
福
祉
法
人
の
中
に
は
、
評
議
員
の
人
材
確

保
が
困
難
な
法
人
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

地
域
の
福
祉
活
動
を
行
う
住
民
や
関
係
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
社
協
に
は
、
評
議

員
の
確
保
が
困
難
な
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
、

評
議
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
地
域
住
民
等
の
人

材
の
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

社
協
は
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
に
お
け

る
評
議
員
確
保
の
支
援
に
積
極
的
に
対
応
し
、

社
協
と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
の

基
盤
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

❺
市
区
町
村
社
協
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市

社
協
、
全
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

オ
ー
ル
社
協
で
推
進
す
る

　

社
協
の
規
模
も
小
さ
く
、
社
会
福
祉
法
人
・

福
祉
施
設
が
少
数
で
あ
っ
た
り
、
点
在
し
た
り

し
て
い
る
場
合
は
、
近
隣
の
市
区
町
村
社
協
が

連
携
し
て
、
そ
の
圏
域
の
社
会
福
祉
法
人
・
福

祉
施
設
と
の
広
域
的
な
協
働
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

当
面
の
間
、
都
道
府
県
社
協
等
が
広
域
的
に

行
う
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
公
益
的
な

取
り
組
み
に
市
区
町
村
社
協
の
参
画
を
働
き
か

け
る
な
ど
、
既
存
の
取
り
組
み
を
活
用
し
て

徐
々
に
地
域
全
体
の
広
が
り
に
つ
な
げ
て
い
く

な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
圏
域
に
お
け
る
市
区
町
村
社

協
と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
に
よ
る
協
働

の
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
区

町
村
、
都
道
府
県
、
全
国
と
社
協
の
重
層
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
全
国
的
な
取
り
組

み
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆ 「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

❶
住
民
福
祉
活
動
と
連
携
・
協
働
す
る
活
動

の
推
進

　

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
機
能
を
活
か
し
た
、
小
地
域
に
お
け

る
住
民
福
祉
活
動
と
の
連
携
・
協
働
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

　

具
体
的
な
協
働
事
業
と
し
て
は
、
住
民
福
祉

活
動
の
拠
点
づ
く
り
、
相
談
支
援
活
動
、
生
活

支
援
活
動
、
福
祉
体
験
や
社
会
貢
献
の
場
づ
く

り
等
が
考
え
ら
れ
る
。

❷
専
門
職
等
が
参
画
す
る
協
働
事
業
の
実
施

　

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
専
門
職
が
地

域
の
福
祉
活
動
や
福
祉
教
育
の
活
動
、総
合
相
談
、

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
等
の
後
見
実
務
な
ど
の
取

り
組
み
に
参
画
し
た
り
、
一
定
期
間
出
向
し
た

り
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
構
築
し
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の

協
働
事
業
を
展
開
す
る
。

❸
地
域
で
協
働
す
る
多
様
な
事
業
や
活
動
の

創
出
と
地
域
福
祉
財
源
づ
く
り

　

権
利
擁
護
事
業
や
総
合
相
談
支
援
事
業
な
ど
、

今
日
的
な
地
域
福
祉
課
題
に
対
す
る
解
決
に
向

け
て
、
新
た
な
社
会
資
源
の
創
出
や
サ
ー
ビ
ス
づ

く
り
を
行
う
。
そ
の
際
、財
政
的
な
拠
出
も
含
む

協
働
事
業
の
実
施
や
地
域
福
祉
財
源
の
構
築
に

向
け
た
対
応
の
工
夫
も
図
る
。

◆ 

評
議
員
確
保
が
困
難
な
社
会
福
祉
法

人
の
支
援
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み

　

評
議
員
確
保
が
困
難
な
社
会
福
祉
法
人
に
対

す
る
支
援
は
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
関

係
者
と
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
う
え
で
重

要
な
取
り
組
み
と
し
て
積
極
的
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の

健
全
な
発
達
を
図
る
と
い
う
社
会
福
祉
法
に
規

定
さ
れ
る
社
協
の
本
来
的
な
活
動
の
一
環
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
事
項
で
も
あ
る
。

　

具
体
的
な
対
応
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

が
評
議
員
会
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
評
議
員

の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
相
談
に
応
じ
、
地
域
の
人
材
等
を
紹

介
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
評
議
員
会
は
社
会
福
祉
法
人
の
最

終
的
な
意
思
決
定
機
関
（
議
決
機
関
）
で
あ
り
、

評
議
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
最
終
的
な
決

定
と
そ
の
結
果
責
任
は
当
該
社
会
福
祉
法
人
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
す
る
立
場
の
社
協
は
当

該
法
人
の
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

社
協
は
あ
ら
か
じ
め
担
当
者
（
部
署
）
な
ど

を
定
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
相
談
に
応
じ
る
態
勢

を
整
え
て
お
く
こ
と
に
な
る
が
、
社
会
福
祉
法

人
の
評
議
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的
に

は
社
会
福
祉
法
人
を
指
導
し
、
適
正
な
運
営
確

保
に
責
任
を
有
す
る
所
轄
庁
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
評
議
員
設
置
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
評
議
員
の
候
補
者
と
な
り
う
る

と
考
え
ら
れ
る
地
域
の
人
材
に
関
す
る
情
報
提

供
や
、
評
議
員
確
保
に
向
け
た
説
明
会
・
研
修

等
、
社
協
と
し
て
実
施
可
能
な
具
体
的
支
援
に

向
け
、
所
轄
庁
等
の
関
係
自
治
体
と
も
協
議
、

連
携
を
図
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

明
確
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
全
社
協
・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で

は
、
小
規
模
法
人
へ
の
評
議
員
確
保
支
援
の
一

環
と
し
て
、
役
員
等
の
役
割
等
に
関
す
る
説
明

資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
し
て
い
る
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

◆ 

新
た
な
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
の
対

応
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
全
社
協
で
は
、「
全
社
協
福
祉
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
1
1
」（
平
成
22
年
12
月
）、「
社
会

福
祉
法
人
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
1
5
」（
平

成
23
年
7
月
）、「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化

方
針
」（
平
成
24
年
10
月
）
等
、
全
国
の
社
会
福

祉
協
議
会
・
社
会
福
祉
法
人
が
、
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
新
た
な
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
へ

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
そ
の
対
応
方
針
を
示

し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
平
成
24
年
10
月
に
全
社
協
・
政
策

委
員
会
に
て
と
り
ま
と
め
た
「
新
た
な
福
祉
課

題
・
生
活
課
題
へ
の
対
応
と
社
会
福
祉
法
人
の

役
割
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
は
、
社
会
福

祉
法
人
が
そ
の
社
会
的
役
割
を
再
確
認
し
、
強

い
危
機
意
識
を
も
っ
て
新
た
な
生
活
課
題
・
福

祉
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に

立
ち
、
具
体
的
な
内
容
や
推
進
体
制
の
あ
り
方
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2
か
所
で
体
験
型
の
学
習
支
援
事
業
「
れ
い
ん

ぼ
う
」
を
開
始
。
今
年
度
は
15
歳
以
上
の
子
ど

も
や
母
親
に
も
対
象
を
広
げ
、
資
格
取
得
を
め

ざ
し
た
学
習
支
援
、
調
理
、
植
栽
、
職
場
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
若
者
が
生
き
て
い

く
力
を
つ
け
る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
参
加
法
人
で
は
事
業

の
企
画
・
運
営
や
ス
タ
ッ
フ
・
会
場
の
提
供
を
、

区
社
協
は
事
務
局
と
し
て
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
絡
調
整
や
企
画
助
言
、
資
金
・
資
材
の
提

供
を
、
ま
た
、
対
象
エ
リ
ア
の
自
治
会
、
町
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
小
・
中
学
校
か
ら
は

チ
ラ
シ
配
布
等
の
周
知
協
力
と
と
も
に
地
域

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
提
供
を
得
な
が
ら
行
わ

れ
て
い
る
。

◆ 

地
域
支
援
へ
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
の
協
働

　

社
会
福
祉
法
人
大
洋
社
で
は
、
経
営
す
る
母

子
生
活
支
援
施
設
を
退
所
し
、
地
域
で
暮
ら
す

母
子
の
相
談
対
応
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
が
、

制
度
上
の
制
約
が
あ
り
、
十
分
な
支
援
が
で
き

な
い
と
感
じ
て
い
た
。
一
方
、
区
社
協
で
は
事

業
評
価
を
通
し
て
、
実
施
事
業
の
整
理
や
組
織

体
制
の
効
率
化
な
ど
の
組
織
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

　

大
洋
社
の
斎
藤
弘
美
常
務
理
事
は
、
区
社
協

の
組
織
・
経
営
特
別
委
員
会
に
関
わ
る
中
で
、

2
年
前
、
区
社
協
か
ら
「
一
緒
に
地
域
支
援
の

取
り
組
み
を
す
す
め
た
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
。
児
童
福
祉
事
業
に
長
く
携
わ
る
斎
藤
さ
ん

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
に
は
、
経
済
的
な
理

由
か
ら
学
習
の
機
会
や
社
会
的
経
験
が
少
な
い

子
ど
も
、
親
の
就
労
等
に
よ
っ
て
ひ
と
り
で
過

ご
す
時
間
が
多
く
、
他
者
と
の
交
流
が
少
な
い

子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
体
験
的
に
知
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、
進
学
や
就
職
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
斎
藤
さ
ん
は
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
験
型

の
学
習
支
援
を
、
地
域
の
中
で
行
う
構
想
を

も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
職
員
の

中
か
ら
地
域
で
活
動
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

を
育
て
た
い
と
も
考
え
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
思
い
と
区
社
協
の
問
題
意
識
が
一

致
し
、「
お
お
た
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

要
綱
づ
く
り
な
ど
の
「
か
た
ち
」
を
優
先
す
る

の
で
は
な
く
、
自
由
な
発
想
か
ら
「
ど
ん
な
課

題
が
あ
り
、
誰
の
た
め
に
す
る
の
か
」
→
「
何

を
し
た
い
の
か
」
→
「
誰
と
す
る
の
か
」
と
い

う
順
に
体
系
的
に
協
議
を
重
ね
、
事
業
の
構
想

を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

◆ 

大
洋
社
か
ら
み
た
活
動
の
成
果
、
社

協
の
役
割

　

大
洋
社
と
区
社
協
の
関
わ
り
は
長
い
が
、
斎

藤
さ
ん
に
と
っ
て
当
初
、
区
社
協
は
、
高
齢
と

障
害
分
野
に
は
強
い
も
の
の
児
童
分
野
が
や
や

弱
く
、
ま
た
変
化
が
と
も
な
う
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
際
に
は
困
難
や
時
間
が
か
か
る
組
織

と
の
印
象
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
人
と
地

域
の
関
係
機
関
・
関
係
者
と
つ
な
が
り
、
多
機

関
協
働
に
よ
る
活
動
を
す
す
め
て
い
く
と
、
区

社
協
の
役
割
や
存
在
の
大
き
さ
に
気
づ
か
さ
れ

た
と
い
う
。
地
域
の
慣
習
や
「
段
取
り
」
に
つ

　

東
京
都
大
田
区
で
は
、
区
社
協
と
3
つ
の
社

会
福
祉
法
人
が
「
お
お
た
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、「
子
ど
も
の
貧
困
が
も
た

ら
す
課
題
や
異
世
代
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
区
内

等
を
提
案
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
提
案
の
中
に
は
、
複
数
の
社
会
福

祉
法
人
に
よ
る
協
働
事
業
の
推
進
が
あ
り
、
各

分
野
の
高
い
専
門
性
、
専
門
職
人
材
や
施
設
建

物
等
の
資
源
を
有
す
る
特
長
を
も
つ
福
祉
施
設

等
を
経
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
と
、
自
治
会
等

の
地
縁
組
織
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
と
の
関
係
が
深
く
、
地
域
に
網
羅

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
社
協
と
が
、
相

互
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
性
を
示
し
て
い

る
。
地
域
の
問
題
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
さ
ら
に
深
い
関
係
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
に

お
い
て
も
、
財
源
、
人
材
、
ア
イ
デ
ア
等
を
含

め
、
法
人
単
体
で
実
施
す
る
場
合
に
は
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
状
、
市
区
町
村
社
協
と
社
会
福
祉
法
人
・

福
祉
施
設
の
関
係
に
お
い
て
は
地
域
差
が
あ
り
、

そ
の
連
携
の
取
り
組
み
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、社
会
福
祉
法
人
の
大
き
な
使
命
、役
割

が
、
社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
歩
む
べ
き
方
向
は
地
域
や
法
人
規
模
等
に

関
係
な
く
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

特
に
社
協
は
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
、
商
店
、
企
業
、
労
働
組
合
、
生
協
、
農

協
、
学
校
、
医
療
機
関
等
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
も
つ
自
ら
の
特
性
を
意
識
し
、
今
日
的
な

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
よ
り
積
極
的
に
社

会
福
祉
法
人
・
施
設
と
の
連
携
の
場
づ
く
り
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
協
を
介
し
て
、

地
域
に
お
け
る
住
民
と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

施
設
等
の
専
門
機
関
・
関
係
団
体
等
に
よ
る
、
地

域
全
体
の
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

福
祉
事
業
や
活
動
の
実
施
主
体
と
し
て
こ
れ

ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
社
協
と
社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
長
を
活
か
し
、
お
互
い
の
役
割
を
最
大
限
発

揮
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
そ

の
協
働
と
連
携
の
強
化
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
の
発
展
と
拡
充
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
今
後
の
協
働
の
推
進
に
向
け
、
①
社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
立
場
か
ら
社
協
と

協
働
す
る
こ
と
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

②
社
協
が
ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉

施
設
と
の
協
働
を
図
っ
て
い
る
の
か
、
施
設
連

絡
会
と
協
働
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ふ
た

つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

事　例
1

体
験
型
の
学
習
支
援
を
通
し
て
み
え
た
協
働
の
成
果
と

社
協
の
役
割 

東
京
都
大
田
区
「
お
お
た
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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い
て
、
実
際
、
誰
に
、
ど
の
順
番
・
タ
イ
ミ
ン

グ
で
挨
拶
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
助
言
を
得

ら
れ
た
こ
と
は
、
社
協
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
と
具
体
的
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

地
域
の
状
況
を
よ
く
知
り
、
ま
た
同
業
種
の
事

業
展
開
を
す
る
他
の
法
人
と
は
違
う
中
立
的
な

立
場
に
あ
る
社
協
を
介
す
る
こ
と
で
、
個
人
的

に
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
意
義
は
大
き
い
。

　

ま
た
、「
れ
い
ん
ぼ
う
」
で
の
関
わ
り
か
ら
互

い
の
特
長
や
支
援
の
手
法
な
ど
が
具
体
的
に
見

え
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
へ
も
自
分
た
ち
の
存

在
や
事
業
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
。
D
V
被
害
等
を
受
け
た
母
子
世
帯

に
対
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を
も
つ
母
子
生
活

支
援
施
設
は
、
そ
の
性
質
上
、
施
設
を
オ
ー
プ

ン
に
し
づ
ら
い
側
面
も
あ
り
、
大
洋
社
の
役
割

と
存
在
が
こ
の
事
業
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
こ
と

は
、
活
動
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

　

協
働
に
よ
り
見
え
て
き
た
社
協
の
強
み
は
、

種
別
の
垣
根
を
越
え
た
法
人
や
他
の
多
様
な
関

係
団
体
が
集
い
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

同
じ
目
線
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
取
り
組
む
基
盤
と
な
り
得
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

地
域
支
援
に
は
「
地
域
を
耕
す
こ
と
」
が
不

可
欠
で
あ
り
、
社
協
の
役
割
が
ま
さ
に
こ
こ
に

あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

◆ 

丁
寧
で
地
道
な
呼
び
か
け
で
施
設
の

理
解
を
得
る

　

吹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
吹
田
市

社
協
）
で
は
、
平
成
17
年
度
に
地
域
貢
献
を
目

的
に
施
設
連
絡
会
を
設
立
。
現
在
、
施
設
連
絡

会
に
は
社
会
福
祉
法
人
・
N
P
O
・
株
式
会
社

等
約
80
の
社
会
福
祉
施
設
が
参
画
し
て
い
る
。

　

施
設
連
絡
会
の
設
立
に
向
け
た
各
施
設
へ
の

説
明
会
で
は
、
当
初
、「
参
画
し
て
何
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、「
自

分
た
ち
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
何
を

す
べ
き
か
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
」「
抱
え
て
い

る
思
い
を
社
協
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
呼

び
か
け
を
、
個
別
に
丁
寧
に
続
け
る
こ
と
で

徐
々
に
理
解
を
得
て
き
た
。

　

設
立
当
時
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
一
般
企
業

の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
議
論
さ
れ
て
い

た
こ
と
や
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
公
益

取
り
組
み
の
展
開
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
地
域
の
施
設
全
体
で
こ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
吹
田
市
社
協

の
思
い
も
あ
っ
た
。

　

施
設
連
絡
会
は
社
協
の
下
部
組
織
で
は
な
い
、

主
体
性
を
も
っ
た
施
設
の
集
ま
り
で
あ
る
施
設

連
絡
会
の
意
思
に
よ
り
活
動
内
容
を
決
め
る
こ

と
が
、
そ
の
後
の
活
動
の
充
実
・
継
続
に
つ
な

が
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
吹

田
市
社
協
で
は
、
連
絡
調
整
等
の
事
務
局
と
な

る
こ
と
で
、
施
設
連
絡
会
が
活
動
に
専
念
で
き

る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
役
割
を
担
っ
た
。

◆
施
設
連
絡
会
と
住
民
の
連
携

　

地
域
の
公
益
的
な
取
り
組
み
は
地
域
を
考
え

る
活
動
で
あ
り
、
住
民
は
地
域
の
一
員
で
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
施
設
連
絡
会
で
は
住
民
同

士
の
支
え
合
い
活
動
を
展
開
す
る
組
織
で
あ
る

「
地
区
福
祉
委
員
会
」と
の
連
携
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
各
地
区
福
祉
委
員
会
の
委
員
長
に
活

動
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、「
施
設
は
利
用
者
を
確
保
し
た
い

だ
け
で
は
な
い
か
」
と
最
初
は
意
図
を
正
し
く

受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
お
互
い
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
福
祉
委
員
会
の
研
修

に
施
設
職
員
を
講
師
と
し
て
招
く
こ
と
と
し
た
。

研
修
の
場
で
は
、
精
神
障
害
や
知
的
障
害
、
認

知
症
等
の
理
解
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
、
質

疑
や
議
論
を
重
ね
て
地
区
福
祉
委
員
と
継
続
的

に
関
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
施
設
へ
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
と
話
し
合
う
中
で
、「
場
所
が
な

い
」「
講
師
の
派
遣
を
し
て
ほ
し
い
」「
車
い
す

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
等
の
声
が
あ
が
っ
た
。
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
施
設
連
絡
会
で
は

平
成
21
年
度
に
「
地
区
福
祉
委
員
会
活
動
協
力

一
覧
表
」
を
作
成
。
協
力
一
覧
表
は
地
区
福
祉

委
員
会
に
向
け
た
も
の
で
、
部
屋
や
物
品
の
貸

出
し
、
講
師
の
派
遣
等
の
施
設
が
協
力
で
き
る

こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
社
協
が
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
施
設

連
絡
会
が
平
成
17
年
度
か
ら
4
年
を
か
け
、
丁

寧
に
地
区
福
祉
委
員
会
と
の
関
係
を
築
い
た
成

果
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
取

り
組
み
の
柱
と
し
て
「
吹
田
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
阪

府
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
実
施
し
て
い
る
「
大

阪
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
吹
田
市
版
で
、

社
会
福
祉
法
人
の
ほ
か
に
も
、
N
P
O
や
株
式

会
社
も
加
わ
っ
て
生
活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
吹
田
市
社
協
の
広
田

倫
久
事
務
局
長
は
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
施
設
連
絡
会
は
10
年
か
け
て
体
制
や
活
動

内
容
を
整
え
て
き
ま
し
た
。『
吹
田
し
あ
わ
せ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
も
す
ぐ
に
定
着
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
先
10
年
か
け
て
、
吹

田
市
に
適
し
た
取
り
組
み
に
育
て
ば
い
い
と
思

い
ま
す
」

　

施
設
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
は
、
施
設

が
地
域
へ
の
貢
献
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
も

日
々
の
業
務
が
忙
し
く
、
何
か
ら
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
よ
い
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
社
協
が
事
務
局
の
役
割
を
担
い
、

細
か
な
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
施
設
が
公

益
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
社
協
に
と
っ
て
も
施
設
連
絡
会
の
設
置

は
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
ま
で
以
上
に

広
げ
る
契
機
と
な
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
追

い
風
と
な
っ
た
。
施
設
連
絡
会
の
存
在
は
、
地

域
の
課
題
を
地
域
全
体
で
考
え
た
い
と
い
う
社

協
の
思
い
と
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
施

設
の
思
い
が
一
致
し
、
双
方
に
と
っ
て
意
味
の

あ
る
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

事　例
2

施
設
連
絡
会
に
よ
る
地
域
の
公
益
的
な
取
り
組
み

大
阪
府
吹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
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こ
の
た
び
の
社
会
福
祉
法
改
正
に
お

い
て
は
、
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
役
割

や
関
係
性
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

理
事
の
役
割
と
理
事
会
の
位
置

づ
け
は
変
わ
る
の
で
す
か
？

も
と
も
と
社
会
福
祉
事
業
法
の

も
と
で
は
、
原
則
と
し
て
理
事

長
の
み
に
社
会
福
祉
法
人
の
代
表
権
が
あ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

平
成
12
年
に
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
で

は
、
理
事
は
す
べ
て
社
会
福
祉
法
人
の
業

務
に
つ
い
て
社
会
福
祉
法
人
を
代
表
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
自
主
的
な
経
営
機
能
の
強
化
お
よ
び

内
部
牽
制
体
制
の
確
立
を
目
的
と
す
る
た

め
で
し
た
。

　

ま
た
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

法
の
中
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
に

つ
き
理
事
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
と

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　

今
回
の
社
会
福
祉
法
改
正
で
は
、
理
事

や
理
事
会
に
つ
い
て
、
理
事
は
、
法
令
お

よ
び
定
款
を
遵
守
し
て
社
会
福
祉
法
人
の

た
め
に
忠
実
に
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ（
法
45
条
の
16
第
1
項
）、

理
事
会
で
業
務
執
行
を
決
定
し
、
理
事
長

等
の
職
務
遂
行
を
監
督
す
る
も
の
と
さ
れ

ま
し
た（
法
45
条
の
13
第
2
項
）。
理
事
長

は
、
理
事
会
で
選
定
す
る
も
の
と
さ
れ

（
法
45
条
の
13
第
2
項
第
3
号
）、
社
会
福

祉
法
人
の
業
務
に
関
す
る
い
っ
さ
い
の
裁

判
上
ま
た
は
裁
判
外
の
行
為
を
す
る
包
括

的
な
権
限
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
法
45
条
の
17
第
1
項
）。

　

つ
ま
り
、
今
ま
で
は
理
事
会
で
業
務
を

決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
事
が
社
会
福
祉

法
人
を
代
表
し
て
業
務
を
執
行
す
る
と
い

う
、
非
常
に
緩
や
か
な
枠
組
み
だ
け
を
定

め
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法

で
は
、
理
事
会
が
業
務
執
行
を
決
定
し
、

理
事
長
が
そ
の
職
務
を
遂
行
し
て
、
理
事

会
は
理
事
長
の
職
務
遂
行
を
監
督
す
る
と

い
う
形
が
明
確
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
理
事
の
役
割
と
理
事
会
の

位
置
づ
け
は
従
来
と
大
き
く
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
理
事
や
理
事
長
の
役
割
や
権
限
の

範
囲
が
明
確
化
さ
れ
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

理
事
会
と
評
議
員
会
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

評
議
員
会
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

や
体
制
の
決
定
な
ど
を
行
う
議
決
機
関
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
評
議
員
会
で
基

本
的
な
こ
と
を
議
決
し
、
個
別
的
な
業
務

執
行
は
理
事
会
で
決
定
し
て
具
体
的
な
職

務
遂
行
は
理
事
長
に
委
ね
る
、
と
い
う
基

本
的
な
骨
格
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
骨
格
は
、
一
般
企
業
の
骨

格
に
近
い
で
す
し
、
国
家
機
関
と
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
で
考
え
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
般
企
業
で
い
う
と
こ

ろ
の
株
主
総
会
が
国
会
、
取
締
役
会
が
内

閣
、
代
表
取
締
役
が
内
閣
総
理
大
臣
に
該

当
し
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
で
は
、
評
議

員
会
が
国
会
に
該
当
し
、
理
事
会
は
内
閣
、

理
事
長
は
内
閣
総
理
大
臣
に
該
当
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、社
会
福
祉
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
と
し
て
、
今
ま
で
の
漠
然
と
し
た
緩

や
か
な
骨
格
の
定
め
方
か
ら
、
一
般
企
業

な
ど
の
骨
格
に
近
い
形
に
な
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と

Q1A1

Q2A2

連
　
載

社協の理事、監事、
評議員のための
基礎知識　

理事、監事、評議員の
役割と位置づけ

第4回

明治大学法科大学院教授／弁護士
平田　厚氏
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思
い
ま
す
。
一
般
企
業
で
こ
の
よ
う
な
形
が

取
ら
れ
て
い
る
の
は
、
機
能
的
な
運
営
を

図
る
と
と
も
に
、
相
互
牽
制
・
相
互
チ
ェ
ッ

ク
を
働
か
せ
る
た
め
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
今
ま
で
社
会
福
祉
法
人
は

漠
然
と
し
た
緩
や
か
な
骨
格
で
動
い
て
い

た
わ
け
で
す
か
ら
、
急
激
に
骨
格
を
変
え

よ
う
と
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
生

じ
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
特
に

規
模
の
小
さ
な
社
会
福
祉
法
人
で
一
般
企

業
の
よ
う
な
骨
格
を
備
え
る
の
は
大
き
な

困
難
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
規

模
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
は
必
要
で
す
。

　

も
と
も
と
社
会
福
祉
法
人
制
度
は
、
篤

志
家
の
善
意
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
か
ら
、
当
初
は
緩
や

か
な
骨
格
で
善
意
に
委
ね
る
ほ
う
が
望
ま

し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、社
会
福

祉
制
度
が
整
っ
て
税
金
や
社
会
保
険
料
を

投
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
公
的
な
制
度
と

し
て
不
祥
事
や
事
件
に
つ
い
て
、
対
社
会

的
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
す
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
が
自
覚

を
も
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
必
要
性
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
現
在
の
痛
み
は
、
一
種
の
成

長
痛
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
協
モ
デ
ル
定
款
で
は
す
で
に

評
議
員
会
は
議
決
機
関
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
社
協
に
も
今
回
の
法
改

正
が
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
法
改
正
で
は
も
う
一
歩

す
す
ん
だ
内
部
牽
制
体
制
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
社
協
も
新
し
い

体
制
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
理
事
と
評
議
員
と
の
兼
任

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん（
法
40
条
2
項
）。
ま

た
、
評
議
員
や
役
員
と
特
殊
関
係
が
あ
る

者
は
評
議
員
に
な
れ
ま
せ
ん
（
法
40
条
4

項
、
5
項
）。
さ
ら
に
、
評
議
員
は
定
款
に

基
づ
い
て
選
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す（
法

39
条
）。
社
協
モ
デ
ル
定
款
も
、
今
回
の
法

改
正
に
対
応
し
た
改
訂
が
行
わ
れ
ま
す
。

監
事
の
役
割
や
責
任
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
の

で
す
か
？

監
事
は
、一
般
企
業
で
い
う
と
監

査
役
に
該
当
し
ま
す
。監
査
と
は
、

業
務
執
行
の
適
法
性
や
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の
で
、
業
務
監
査
と
会
計
監
査

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
社
会
福
祉
法
改

正
に
よ
っ
て
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
監
事

の
役
割
が
理
事
の
職
務
執
行
を
監
査
す
る

と
い
う
点
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ
う
な
役
割
を
よ
り
強
化
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
実
効
化
す
る

た
め
の
権
限
や
義
務
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
社
会
福
祉
法
改
正
で
、
監
事
は

監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、い

つ
で
も
理
事
や
職
員
に
対
し
て
事
業
の
報

告
を
求
め
、
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
や
財

産
の
状
況
を
調
査
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
法
45
条
の
18
）。

会
計
監
査
人
の
位
置
づ
け
と
監

事
と
の
関
係

会
計
監
査
人
と
は
、
株
式
会
社

で
は
、
株
式
会
社
の
計
算
関
係

書
類
に
つ
き
会
計
監
査
を
行
う
専
門
家
の

こ
と
で
、
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
会
社
法
3
3
7
条
、
3
9
6
条
な
ど
）。

社
会
福
祉
法
人
で
も
、
一
定
の
規
模
以
上

で
あ
れ
ば
会
計
監
査
人
を
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た（
法
37
条
）。

　

会
計
監
査
人
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
計

算
書
類
お
よ
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
監
査

し
て
、
会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
計
監
査
人
は
、

財
産
目
録
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
書
類
も
監
査
し
ま
す
。会
計
監
査
人
は
、

い
つ
で
も
会
計
帳
簿
な
ど
の
書
類
を
閲
覧

お
よ
び
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で

も
理
事
や
職
員
に
対
し
て
会
計
報
告
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
法
45
条
の
19
）。

　

こ
れ
も
社
会
福
祉
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
と
し
て
、
今
ま
で
の
緩
や
か
な
骨
格

の
定
め
方
か
ら
、
一
般
企
業
な
ど
の
骨
格

に
近
い
形
に
な
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
と

い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
企
業
で

は
監
査
役
は
会
社
業
務
の
監
査
に
は
適
し

て
い
ま
す
が
、
会
計
に
関
し
て
は
専
門
的

知
識
が
必
要
で
す
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る

会
計
監
査
を
導
入
し
て
い
る
の
で
す
。
社

会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
も
同
様
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
会
計
監
査
人
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
社
会
福
祉
法

人
で
は
、
基
本
的
に
は
、
業
務
監
査
に
つ

い
て
は
監
事
が
中
心
と
な
り
、
会
計
監
査

に
つ
い
て
は
会
計
監
査
人
が
中
心
と
な
る

と
考
え
る
べ
き
で
す
。

Q3A3Q4A4

Q5A5
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高
鍋
町
社
協
が
社
協
塾
を

始
め
た
理
由

　

高
鍋
町
社
協
が
社
協
塾
を
始
め
た
の
は
、

平
成
26
年
11
月
。
こ
の
活
動
が
生
ま
れ
た

背
景
に
つ
い
て
、
高
鍋
町
社
協
の
井
上
敏

郎
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
事
業
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
平
成
26
年
の
元
旦
か
ら
地
元
紙

に
連
載
さ
れ
た
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

記
事
で
し
た
。
全
国
で
も
子
ど
も
の
貧
困

の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
県
内
で
も
大
変
な
環
境
で
暮

ら
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
存
在
が
知
ら

れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
高
鍋
町
で
は
、
長
期
目
標
を
定
め
た

町
の
総
合
計
画
で
『
子
ど
も
が
に
ぎ
わ
う

町
づ
く
り
』
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

社
協
と
し
て
も
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　

活
動
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
高

鍋
町
社
協
で
は
町
内
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
共
働
き
の
た
め
子
ど
も

の
勉
強
を
見
て
あ
げ
る
暇
が
な
く
、
塾
に

通
わ
せ
る
金
銭
的
余
裕
も
な
い
」
と
い
う

世
帯
や
、「
食
べ
る
も
の
に
困
っ
て
い
る
」

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
経
済
的
な
課
題
を

抱
え
る
生
活
困
窮
世
帯
が
想
像
以
上
に
多

い
と
い
う
実
態
が
見
え
て
き
た
。
資
金
の

貸
付
や
物
資
の
提
供
に
よ
る
支
援
の
方
法

も
あ
る
が
、
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
こ
そ

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
社

協
で
は
、
学
習
支
援
と
し
て
社
協
塾
を
す

す
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
の
主
旨
が

町
の
総
合
計
画
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
町
か
ら
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

生
活
困
窮
に
限
定
せ
ず
募
集
す
る

　

社
協
塾
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
生
活
困

窮
状
態
に
あ
る
な
ど
、
養
育
環
境
や
家
庭

学
習
環
境
に
課
題
を
も
つ
家
庭
の
小
・
中

学
生
に
対
し
て
学
習
支
援
を
行
い
、
将
来

へ
の
希
望
や
進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
、
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
初
め
に
、
社
協
で

は
、
①
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
②
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
③
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象

と
し
た
「
社
協
塾
・
塾
生
募
集
」
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
学
校
の
協
力
を
得
て
配
布

を
行
っ
た
。
し
か
し
、
最
初
の
募
集
に
対

す
る
応
募
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
こ
の

時
の
反
省
を
、
小
泉
達
成
総
務
課
長
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
対
象
と
な
る
世
帯
に
直
接
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
た

ち
社
協
に
は
そ
こ
ま
で
の
個
人
情
報
が
蓄

積
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
学
校
を
通

じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

対
象
者
は
生
活
困
窮
世
帯
に
限
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
料
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
で
は
周
り
を
気
に
し
て
参
加
す
る
こ

と
を
た
め
ら
わ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
分
た
ち
か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し

い
人
た
ち
の
状
況
を
、
も
う
少
し
理
解
す

る
べ
き
で
し
た
」

　

改
善
を
図
る
た
め
、
町
や
教
育
委
員
会
、

県
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
の
協

力
を
得
て
、
塾
生
の
募
集
に
関
す
る
協
議

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
対
象
者
の
範
囲
を

も
う
少
し
広
げ
て
は
ど
う
か
」
と
の
意
見

が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
新
た
に
、
①
学
習

に
つ
ま
づ
い
て
い
る
子
ど
も
、
②
親
が
十

分
に
勉
強
を
見
て
あ
げ
ら
れ
な
い
子
ど
も

を
対
象
と
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
う
中
で
、
本
来

の
対
象
で
あ
る
生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
個

別
支
援
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

　

ま
た
、
社
協
塾
を
推
進
す
る
う
え
で
、

社協活動
最前線
高鍋町
社会福祉協議会

子どもたちの勉強を
無料でサポートする
「社協塾」を開催

高鍋大師の石仏群。
700体以上の石仏が鎮座している。

高鍋町社協では、ひとり親世帯や塾
に通わせる余裕がない世帯の子ど
もたち等を対象としたサポート＆
スタディ「社協塾」を、平成26年
11月からスタートさせている。学
年ごとにクラスを設け、元教員たち
が主体となって行う丁寧な指導は
好評であり、今後の発展が期待され
ている。

社協データ
【地域の状況】（平成28年8月1日現在）
人　　口　　20,905人
世 帯 数　　8,674世帯
高齢化率　　30.3％

【社協の概要】（平成28年8月末）
理　　事　　11人
評 議 員　　24人
監　　事　　  2人
職 員 数　　54人（正規職員17人、
嘱託職員10人、パート職員27人）

【主な事業】
⃝ふれあい総合相談事業
⃝日常生活自立支援事業
⃝地域包括支援センター
⃝障がい者 (児 ) 等基幹相談支援センター
⃝ボランティアセンター
⃝社協塾
⃝放課後児童クラブ　等
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会
議
に
参
加
し
た
各
組
織
の
協
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町
で
は
広
報
誌
へ

の
案
内
掲
載
や
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
者

へ
の
周
知
・
説
明
を
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
の
説
明

を
、
教
育
委
員
会
で
は
継
続
し
て
学
校
で

チ
ラ
シ
配
布
を
行
う
な
ど
、
町
全
体
で
社

協
塾
の
取
り
組
み
を
広
め
る
体
制
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

対
象
を
広
げ
た
新
た
な
チ
ラ
シ
の
配
布

を
始
め
る
と
、
今
度
は
一
挙
に
応
募
者
が

集
ま
り
、
初
年
度
は
28
名
の
子
ど
も
た
ち

が
入
塾
し
た
。
生
活
困
窮
に
あ
る
世
帯
の

ほ
か
、
ひ
と
り
親
で
あ
っ
た
り
、
共
働
き

で
勉
強
を
見
て
あ
げ
ら
れ
な
い
世
帯
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。

丁
寧
な
指
導
を
毎
週
実
施

　

社
協
塾
の
対
象
と
な
る
の
は
小
学
5
年

生
か
ら
中
学
2
年
生
ま
で
。
毎
週
土
曜
日

の
午
前
中
、
高
鍋
町
社
協
の
会
議
室
を
会

場
と
し
て
学
年
別
に
ク
ラ
ス
分
け
し
、
教

科
ご
と
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
講
師
を

担
当
す
る
の
は
、
主
に
元
教
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
員
た
ち
だ
。
学
校
で
使
用

し
て
い
る
教
科
書
・
問
題
集
や
社
協
塾
で

準
備
す
る
プ
リ
ン
ト
を
も
と
に
、
一
人
ひ

と
り
の
学
力
に
応
じ
た
個
別
指
導
を
展
開

す
る
。

　
「
学
年
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
ど
う
し

て
も
一
人
ひ
と
り
の
学
力
に
差
が
あ
る
た

め
、
個
別
指
導
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
少

人
数
制
の
教
室
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
指
導

法
で
す
ね
。
特
別
支
援
学
級
に
通
っ
て
い

る
情
緒
障
害
の
あ
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、

ベ
テ
ラ
ン
講
師
陣
の
熱
心
な
指
導
に
よ
っ

て
皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
勉
強
を

続
け
て
い
ま
す
」
と
小
泉
課
長
は
話
す
。

　

現
在
、
塾
生
は
38
名
ま
で
増
え
て
お
り
、

小
学
生
担
当
3
名
、
中
学
生
担
当
7
名
の

講
師
で
分
担
し
て
い
る
。
社
協
塾
を
長
期

的
に
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
若
い
世
代

の
講
師
の
発
掘
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

講
師
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う

方
法
も
検
討
し
て
い
る
。

社
協
塾
を
き
っ
か
け
に
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

　

社
協
塾
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
3
年
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
を
通
じ
た
生

活
支
援
は
、社
協
と
し
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
と
井
上
事
務
局
長
は
語
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
社
協
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
、
生
活
困
窮
者
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
と
い
う

の
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思

う
の
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
の
重
要
さ
が
社
協
塾
の
取
り
組
み
か

ら
見
え
て
き
ま
し
た
。
社
協
塾
を
通
じ
て

町
が
推
進
す
る
『
子
ど
も
が
に
ぎ
わ
う
町

づ
く
り
』
の
一
端
を
担
う
こ
と
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
意
義
の
あ
る
活
動
だ

と
思
い
ま
す
」

　

社
協
塾
に
通
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
を

見
て
い
る
と
、
彼
ら
の
生
活
状
態
を
想
像

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
い
つ
も

汚
れ
た
服
を
着
て
い
た
り
、
何
日
間
も
お

風
呂
に
入
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
た
ち
は
、
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
社
協
塾
の
運
営
を
通
し
て
、
常
に
彼
ら

の
姿
に
注
意
を
払
っ
て
い
け
ば
、

社
協
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
生

活
困
窮
者
世
帯
を
発
見
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
井
上
事
務
局
長

た
ち
は
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
高
鍋
町
で
は
生
活
困
窮

家
庭
や
困
り
ご
と
を
抱
え
る
家
庭

の
子
ど
も
、
家
族
の
相
談
支
援
体

制
を
整
え
る
た
め
に
、
平
成
29
年

度
か
ら
「
子
育
て
世
代
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
し
て
、
社

協
が
担
う
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢

者
の
相
談
機
関
と
併
設
し
、
す
べ

て
の
世
代
に
対
応
し
た
総
合
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
学
校
や
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域
の
気
に
な
る

子
ど
も
の
情
報
を
と
り
ま
と
め
、
学
習
支

援
や
世
帯
へ
の
生
活
支
援
な
ど
必
要
な
支

援
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
動
向
と
も
連
動
し
な

が
ら
、
社
協
塾
を
通
じ
て
発
見
し
た
生
活

困
窮
者
世
帯
の
家
庭
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
れ
る
体
制
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
高
鍋
町
社

協
で
は
考
え
て
い
る
。

高鍋町（宮崎県）
宮崎県中央に位置しており、江戸時代には全寮制の藩校「明倫堂」で人材育成に励んだ高鍋藩の城下町として栄えた。
また、「児童福祉の父」と呼ばれる石井十次を輩出している。宮崎県内の自治体としては最も面積が小さいが、県や国
の出先機関、医療機関などさまざまな施設が集中し、第三次産業が大半を占めるなど、都市型の市街地を形成している。

高鍋町社協職員のみなさん
写真前列左から、小泉達成総務課長、井上敏郎事務局長
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訪
問
支
援
員
が
担
っ
た
役
割

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
石
巻
市
で
も
多

く
の
方
が
住
居
を
失
っ
た
。
応
急
仮
設
住
宅

の
住
民
に
と
っ
て
、
入
居
が
始
ま
っ
た
当
初

は
、
仮
と
は
い
え
「
住
宅
」
へ
移
る
こ
と
の

安
堵
感
と
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
と
の
共
同
生
活
、

見
通
し
の
つ
か
な
い
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

な
が
ら
、
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
石
巻
市
社
協
が
配

置
を
す
す
め
て
き
た
訪
問
支
援
員
は
、
毎
日

仮
設
住
宅
を
巡
回
し
て
声
を
か
け
続
け
た
。

急
変
時
に
い
ち
早
く
対
応
で
き
る
だ
け
で
な

く
、「
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
」
と
い
う

安
心
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
多

く
の
住
民
か
ら
い
た
だ
い
た
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
避
難

所
生
活
か
ら
心
身
と
も
に
疲
弊
し
、
万
が
一

の
事
態
が
起
こ
り
か
ね
な
い
時
期
に
、
訪
問

支
援
員
の
存
在
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
住
民
の
方
か
ら
「
社
協
さ
ん
が

い
て
く
れ
て
安
心
」「
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
た
び

に
、
私
た
ち
は
か
え
っ
て
あ
る
種
の
危
機
感

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
巡
回
や
訪
問

な
ど
の
見
守
り
は
生
活
の
変
化
を
察
知
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
住
民
同
士
が

日
常
生
活
の
中
で
お
互
い
に
補
い
、助
け
合
っ

て
い
く
も
の
で
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
被
災
前
か
ら
社
協
が
め
ざ
し

て
き
た
地
域
福
祉
本
来
の
姿
で
あ
る
と
も
言

え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
の
ま

に
か
訪
問
支
援
員
を
「
見
守
り
隊
」
と
表
現

す
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
自
身
や
専
門
職

ま
で
も
が
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
反
省
か
ら
、
私
た
ち
が
本
当
に
め
ざ

す
地
域
の
姿
と
は
何
か
、
応
急
仮
設
住
宅
で

の
生
活
の
後
に
待
つ
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生

活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
、

平
成
25
年
度
か
ら
訪
問
支
援
員
の
名
称
を

「
地
域
生
活
支
援
員
」と
変
更
し
た
。
支
援
員

は
地
域
で
生
活
し
て
く
こ
と
を
支
援
す
る
役

割
で
あ
り
、
決
し
て
訪
問
が
主
で
は
な
い
こ

と
を
意
図
し
た
名
称
変
更
で
あ
る
。

復
旧
か
ら
復
興
︑
新
た
な
環
境
で
の

生
活
に
向
か
っ
て

　
私
た
ち
は
、
不
安
要
素
を
も
ち
直
接
的
な

声
か
け
や
見
守
り
を
必
要
と
す
る
方
、
近
隣

住
民
の
関
わ
り
や
サ
ロ
ン
等
の
お
茶
会
や
イ

ベ
ン
ト
で
間
接
的
に
様
子
を
知
る
べ
き
方
な

ど
、
仮
設
入
居
者
へ
の
関
わ
り
方
の
整
理
を

行
い
、
同
時
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

支
援
」
と
い
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
を
柱
と

し
た
。

　
こ
れ
は
、
居
住
す
る
住
民
が
主
体
に
な
っ

て
行
う
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、
自

治
会
活
動
の
支
援
も
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て

い
る
。
自
治
会
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
住
民

同
士
が
お
互
い
に
つ
な
が
り
を
気
に
か
け
合

い
、
結
果
と
し
て
見
守
り
や
要
援
護
者
を
支

え
る
取
り
組
み
を
「
自
治
会
」
と
い
う
住
民

の
集
合
体
が
担
え
ば
、
地
域
の
支
え
合
い
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
石
巻
市
で
は
災
害
公
営
住
宅
へ
の

入
居
が
す
す
み
、
再
び
自
治
会
な
ど
の
組
織

化
が
必
要
な
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
。

高
齢
化
も
あ
り
、
自
治
会
の
組
織
化
は
簡
単

で
は
な
い
が
、「
仮
設
の
時
お
世
話
に
な
っ

た
か
ら
今
度
は
私
が
手
伝
い
ま
す
」
と
自
治

会
役
員
な
ど
に
名
乗
り
出
て
く
れ
る
方
も
い

る
。
そ
の
よ
う
な
姿
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
意
識
や
力
に
つ
な
が

る
支
援
を
大
切
に
し
て
き
た
成
果
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
仮
設
住
宅
の
入
居
か
ら
災
害
公
営
住
宅
、

あ
る
い
は
自
立
再
建
な
ど
新
た
な
住
ま
い
に

移
っ
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
傍
ら
で
寄
り

添
い
、
必
要
な
時
に
は
声
を
か
け
、
励
ま
し

や
促
し
を
行
っ
て
き
た
。
す
べ
て
は
被
災
さ

れ
た
方
々
が
支
え
ら
れ
、
ま
た
支
え
る
側
に

回
り
な
が
ら
生
活
を
維
持
（
自
立
）
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

社
協
の
支
援
員
が
い
な
く
な
っ
た
と
し
て
も

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
の
姿
と
考
え
て
い
る
。

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
第 8回

応
急
仮
設
住
宅
等
に
お
け
る

地
域
生
活
支
援
の
展
開

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
宮
城
県
）
②

地域生活支援員による活動の様子
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編

集

後

記

　台風第 10 号により、北海道・岩
手県では河川の氾濫など多数の被害
が生じています。被災された皆さま
に心よりお見舞い申しあげます。
　さて、ノーマ社協情報は、今号で
第300号の発行となりました。ご執
筆や取材の受け入れ等、皆さまの多
大なるご協力に心より感謝を申しあ

げます。ノーマでは引き続き制度や
施策の動向をお伝えするとともに、
全国の社協の活動をご紹介させてい
ただきます。「わがまちの社協では
こんな取り組みをしています！」と
いう情報のご提供もぜひお寄せいた
だけたらと思います。今後ともどう
ぞよろしくお願いいたします。（志）

「誰もが暮らしやすい地域づくりをめざして
“つながり”と“お互い様”をひろげる社会福祉協議会」

頒布のお知らせ

　このたび全社協地域福祉部で
は、社協と関わる組織や団体等
に対し、社協について紹介し、
理解を得ることを目的としたパ
ンフレットを作成いたしました。
　生活困窮者自立支援事業や介
護保険制度の新地域支援事業で
は、社協が地域づくりの中心的
役割を発揮することが求められ
ています。さらに、今般の社会
福祉法改正で社協を含む社会福祉法人には地域公益活動
の実施が義務化されました。これらに取り組むにあたり、

地域の多様な団体・組織との協働をすすめるツールとし
て、ぜひご活用ください。

体　　裁：A4 判　12 頁
価　　格：1 部 150 円（税込・送料別）
申込方法：�地域福祉ボランティア情報ネットワークホー

ムページ（http://www.zcwvc.net/）の「社協
頒布資料申込書」より、申込書をダウンロー
ドして、FAX にてお申込ください。

問合せ先：全国社会福祉協議会　地域福祉部
　　　　　TEL 03-3581-4655／FAX 03-3581-7858
　　　　　Email z-chiiki@shakyo.or.jp

平成 28年度
会議・研修等　今後の開催予定

� （全社協地域福祉部・地域福祉推進委員会）
名　称 開催日 会　場

生活支援コーディネーター研究協議会 10 月 19 日 灘尾ホール
支えあいを広げる住民主体の生活支援サービスフォーラム 10 月 20 日 灘尾ホール他
ボランティア全国フォーラム 2016 11 月 5～6 日 東京都渋谷区
ふれあい・いきいきサロン全国研究交流集会 12 月 4 日 埼玉県
第 2 回災害ボランティアセンター運営者研修 12 月 7～8 日 長野県長野市
社協ボランティア・市民活動センター担当職員研究セミナー 12 月 13～14 日 全社協会議室
全国ホームヘルパー協議会　ホームヘルプの質を高める研修会 12 月 15～16 日 全社協会議室

平成 29 年
都道府県・指定都市社協　災害ボランティアセンター担当者連絡会議 1 月 20 日 全社協会議室
地域の福祉力セミナー 1 月 22 日 愛知県岡崎市
第 3 回災害ボランティアセンター運営者研修 1 月 30 日～31 日 岐阜県
日常生活自立支援事業　専門員実践力強化研修会Ⅱ 2 月 9～11 日 ロフォス湘南
住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会総会 2 月 20 日 全社協会議室
社会福祉協議会活動全国会議（第 2 回） 2 月 21 日 灘尾ホール
市区町村社協　介護サービス経営セミナー 2 月 22 日 全社協会議室

� ※平成 28 年 9 月 5 日現在

インフォメーション
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充
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向
け
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社
会
福
祉
法
人
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福
祉
施
設
と
の
協
働
、
連
携
の
す
す
め

－

社
会
福
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法
人
制
度
の
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直
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に
対
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　社
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福
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協
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と
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に
よ
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●
石巻市社会福祉協議会（宮城県） ②
応急仮設住宅等における地域生活支援の展開

P.10 災害に備える地域づくり〔第8回〕災害に備える地域づくり〔第8回〕災害に備える地域づくり〔第8回〕

●
高鍋町社会福祉協議会（宮崎県）
子どもたちの勉強を無料でサポートする「社協塾」を開催

P.8 社協活動最前線社協活動最前線社協活動最前線

●
NPO法人全国移動サービスネットワーク 事務局長　伊藤 みどり氏
個別のニーズに対応する移動サービス
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移動サービスとはどのような特徴があるのでしょ
うか。

　移動サービスをわかりやすく言うと、移動・外出が
困難な人の個別のニーズに応じて、自家用車を使って
送迎等の支援をする、主に非営利団体によるサービス
です。車両の維持費や運転者の確保の観点から、有償
の場合が多いのが特徴です。有償にすることで、維持
継続がしやすくなりますし、担い手側も責任をもって
取り組んでいただけるようになります。

全国移動サービスネットワークはどのような活動
をしているのですか。また、伊藤さんが関わるよ
うになったきっかけをお聞かせください。

　全国移動サービスネットワーク（以下、全国移動
ネット）に所属する前は、腎臓病患者の支援を行う団
体で、人工透析を必要とする方の通院対策に取り組ん
でいました。その活動の中で、透析患者に限らず通院
に困難を抱えている方をサポートする仕組みが整っ
ていないことを痛感し、「この現状をどうにかしたい」
と思ったことが全国移動ネットに関わったきっかけ
です。
　全国移動ネットの役割のひとつが、移動サービスや
制度を分かりやすく解説する「通訳」です。近年、高
齢化や地域交通の衰退にともなって、移動のニーズが
社会全体の課題として認識されつつあります。2015
年には、介護保険の新しい総合事業に移動支援が示さ
れました。これらを受け、全国移動ネットでは地域で
学習会を開くなど、制度と地域住民の間に入ってわか
りやすく解説することで、理解を広めることをめざし

ています。
　また、現場や住民の声を国に伝える「アドボカシー」
も重要です。活動団体や移動困難な方・ご家族から寄
せられる切実な思いを誰かが伝えなければ、法制度は
変わりません。2006年に福祉有償運送と過疎地有償
運送（現：公共交通空白地有償運送）が制度化されま
したが、過度な規制や担い手の不足、採算が厳しいな
どの理由から、サービスの継続が困難な現状がありま
す。特に、担い手不足が顕著な中山間地域や、都市の
交通空白エリアでは、軽度者を対象とした移動サービ
スの活動モデルの確立が急務です。
　アドボカシーと並行して、今後は地域ごとに課題や
先行事例を共有し、それぞれで対策をとれるような
バックアップ体制を整えることで、活動の維持・創出
にも力を入れていきたいと考えています。

移動サービスを展開するにあたり、社協に期待す
ることがあればお聞かせください。

　地域福祉の拠点である市区町村社協は、制度の狭間
のニーズに取り組むのが本来の役割ではないでしょう
か。移動サービスはリスクがありコストがかかると
思っても、車両を貸し出したり事務局になったり、ひ
とつでもできることを考えてみていただきたいと思い
ます。また、住民組織とともに歩み、NPOや行政と
のパイプ役を担ってほしいと思います。
　さらに、人材育成の面では、運営者研修やセミナー
の開催等を都道府県社協と一緒に取り組みたいと考え
ています。特に移動サービスのような人材の少ない狭
い分野を深めていくためには、都道府県社協の協力が
不可欠です。

I N T E R V I E W  # 0 5

伊
い

藤
とう

 みどり氏
NPO法人全国移動サービ
スネットワーク事務局長。
移動サービスの普及と発展
に尽力するほか、新地域支
援構想会議構成団体とし
て、地域支援事業のあり方
と助け合い活動について考
える。

個別のニーズに対応する
移動サービス

高齢になっても住み慣れた地域で暮らしていくために
は、移動サービスは重要な役割を担っています。また、
平成 27年度の介護保険制度改正では、介護予防・日
常生活支援総合事業に移動支援が位置づけられ、期待
が高まっています。
そこで、今号では、移動サービスの普及と発展に努め
られている伊藤さんにお話しをお聞きしました。

聞き手：全国社会福祉協議会　地域福祉部
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